
                                      令和８年６月３０日（火）発行 

    ７月号 

学校教育目標                      

① よく考え やりぬく子   ② 広い心で 思いやりのある子 

③ 明るく 健康な子     ④ 進んで行動できる子 

                          ６月３０日現在 児童数３９７名 
 
 
 

早いもので、1学期も残り３週間となりました。  

６月には、私は１年生と一緒に新江ノ島水族館へ遠足に行ってきました。１年生は小学

校初めての遠足ということもあり、行きの道ではみんなで列を作って歩くことが難しい様

子でした。しかし、帰りの道では前を歩く友達の後ろに付いて、上手に列を作って歩くこ

とができるようになっていました。また、６年生と一緒に日光へ修学旅行に行ってきまし

た。前日は台風による臨時休校で、少しばかり天候の心配はありましたが、大きなスケジ

ュールの変更もなく、楽しい時間を過ごしてきました。実行委員が中心となって、みんな

が仲良く楽しく過ごせるような準備がされており、特に、バスやホテルでのレクリエーシ

ョンは大変に盛り上がりました。子ども達にとって思い出に残る修学旅行になりました。 

遠足や宿泊的行事は事前の準備が大変ですが、学年みんなで活動する中で、子ども達の

頑張る姿や成長が感じられるとても貴重な体験ができました。 

 

 

 

北の台小学校では、「学校いじめ防止基本方針」に基づき、いじめの未然防止・早期発見・

再発防止に取り組んでいます。 

未然防止に向け、全学級で「いじめ防止授業」を実施して「いじめ」とは何かを考えた

り、全職員で道徳教育を中心とした思いやりの心の育成に努めたりしています。 

 子ども達は、小学校という集団の中で、友達と一緒に学習したり遊んだりしながら人間
関係づくりについても学んでいます。しかし、子ども達はまだ未熟なので、意図せずに友
達を傷つけるような言葉を言ってしまったり、むしゃくしゃして周囲の友達に強い言葉を
浴びせてしまったりするようなこともあります。だから、その都度、何が悪かったのか、
何を間違えてしまったのか等について大人と一緒に振り返り、自身の誤った行いについて
相手に謝ったり、気持ちの良い関わり方を学んだりして、次の行動に生かしていくことが
大切になります。こうした経験を積み重ねる中で、子ども達一人ひとりが自分に合った感
情のコントロールの仕方や人との関わり方、距離感等を学んでいます。 
また、誰にも相談できずに、一人ぼっちで辛い思いを抱えている子もいるかもしれませ

ん。学校の先生や家族、友達等に話ができればよいのですが、なかなか言えない、言いた
くないというお子さんも見受けられます。誰かがその思いや様子の変化に気づき、早く守
ってあげなくてはなりません。 
いじめはどの子にも、どの学級でも起こりえます。学校の中でも外でも起こりえます。

学校ではもちろん、ご家庭や地域でもお子さんに気になる様子等がありましたら、遠慮な
く担任にお知らせください。なお、担任以外では、教頭、教育相談コーディネーターの嶋
﨑、高須賀、養護教諭の三觜までご連絡ください。 
学校と保護者、地域がともに力を合わせて、子ども達を見守り、子ども一人ひとりに合

った関わり方や SOS の出し方を育てていくことができるよう、ご理解ご協力をお願いいた
します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


